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認知症の患者数は高齢化の進行とともに増え続けており、2025 年には約 700

万人を超えると推計されており、これは、65 歳以上の高齢者の約 5 人に 1 人に

達することが見込まれています。 

認知症はだれもがかかる可能性があり、身近な病気です。 

このしおりは、見附市の様々な支援の情報がまとめてあります。情報を知っても

らい、もし自分が認知症になったら、大切な家族が認知症になったら、どのよう

に生活したいのか考えるきっかけに活用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 2 - 

 

１．認知症を知ろう 

○認知症は脳の病気です 

認知症とは、さまざまな原因で脳の働きが悪くなって、記憶力や判断力が低下し、日常生活に

支障が出る状態です。 

認知症の症状を引き起こす疾患には様々なものがあり、認知症の疾患によって、出現しやすい

症状が異なります。 

 

○知っておきたい認知症の特徴 

アルツハイマー型認知症 血管性認知症 レビー小体認知症 

認知症の原因となる病気のう

ち、最も多いもので、記憶の障

害が目立ち、物を置き忘れた

り、同じことを何度も言ったり

する。自分がもの忘れをしてい

ることに気づきにくい。 

脳梗塞や脳出血によっておこ

り、症状は脳のどの部分がど

のように障害されたかによっ

て異なる。手足の麻痺や構音

障害、飲み込み障害、感覚障

害などの神経症状を伴いやす

い。 

幻視や歩行障害が目立つ。

周囲の状況をよく理解でき

るときとできないときの差

が激しい。特に夕方から夜

に悪くなることが多い。記

憶は比較的保たれている。 

（認知症ケアパス作成の手引きより） 

 

○早期発見・早期対応が大事！ 

自分が認知症かもしれないという不安はとても大きなものです。家族など周囲の人がすすめて

も、本人が受診を嫌がる場合もあります。そのようなときは、まず家族だけで相談することもで

きます。「あれ、以前と違う？」「何か変だな？」といった気になるサインがあったら、まず相談

しましょう。早期の発見・対応で進行を遅らせることが期待できます。 

 

認知症もの忘れ相談プログラムについて 

                  これは、タッチパネル式の認知症スクリーニング 

機器です。 

自分で操作し、いくつかの質問に答えるとその場で 

結果が確認できます。 

見附市地域包括支援センターと、健康の駅に設置し 

ています。 

（見附市地域包括支援センターと健康の駅の情報は 

８ページへ） 
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○認知症進行と主な症状 

認知症は少しずつ進行し症状が変化していきます。認知症を理解し、症状にあわせて対応して

いくことが必要です。 

経過 みられる症状・行動 生活機能障害 期待される支援 

 

軽度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重度 

物忘れはあるが、金銭管

理や買い物、書類作成等

を含め、日常生活は自立

している 

認知症の疑い 

○身近な人の気づきが大切 

○地域包括支援センター等に相談

する 

金銭管理や買い物、事務

等にミスがみられるが、

日常生活はほぼ自立して

いる 

認知症を有するが

日常生活は自立 

○本人のできることは継続しても

らう 

○認知症の接し方やコツなど理解

する 

○一人で外出した際の見守りや安

全確認を確保する 

○困ったことがあったら抱え込ま

ず、地域包括支援センターやケア

マネジャーに相談する 

○必要な医療処置は受ける 

○急変時の対応について確認する 

服薬管理ができない、電

話の応対や訪問者の対応

などが一人では難しい 

誰かのみまもりが

あれば、日常生活は

自立 

着替えや食事、トイレ等

がうまくできない 

日常生活に手助け・

介護が必要 

ほぼ寝たきりで意思の疎

通が困難である 
常に介護が必要 

○合併症が起きやすくなる 

○どのような終末期を迎えるか家

族間で話し合っておく 

＊生活機能障害の程度に関わらず、期待される支援として「本人の気持ちの傾聴」、「相談」、

「家族支援」が挙げられます。 
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２． 認知症の初期症状をチェックしてみましょう 

これは、認知症の始まりや進展する可能性のある状態を自分や家族が予測できるものです。 

当てはまる項目に○をつけて、点数を合計してください。 

質問項目 ほとんどない ときどきある 頻繁にある 

１ 同じ話を無意識に繰り返す ０点 １点 ２点 

２ 知っている人の名前が思い出

せない 
０点 １点 ２点 

３ 物のしまい場所を忘れる ０点 １点 ２点 

４ 漢字を忘れる ０点 １点 ２点 

５ 今しようとしていることを忘

れる 
０点 １点 ２点 

６ 器具の説明書を読むのを面倒

がる 
０点 １点 ２点 

７ 理由もないのに気がふさぐ ０点 １点 ２点 

８ 身だしなみに無関心である ０点 １点 ２点 

９ 外出をおっくうがる ０点 １点 ２点 

10 物（財布）がみあたらないこ

とを他人のせいにする 
０点 １点 ２点 

 

合計        点 

 

０～８点 正常 

もの忘れも老化現象の範囲内。疲労やストレスによる場合もあ

ります。８点に近かったら、気分の違う時に再チェックしまし

ょう。 

９～１３点 要注意 

家族に再チェックしてもらったり、数か月単位で間隔を置いて

再チェックを。認知症予防策を生活に取り入れてみては                                                                                                            

いかがでしょうか。 

１４～２０点 要診断 

認知症の初期症状が出ている可能性があります。家族にも再チ

ェックをしてもらい、結果が同じようなら医療機関を受診して

ください。 

（大友式認知症予測テスト 認知症予防財団ＨＰより抜粋） 

       

心配なことがある場合は、まずは相談を（８ページへ）  
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３．もしかして認知症？かもしれないと思ったら・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

早めの受診をする まずは相談してみる 

すぐに病院はち

ょっと抵抗があ

る。気軽に相談

してみたい。 

→相談機関一覧

８ページへ 

かかりつけ医や

専門の医療機関

を受診する。 

→医療機関一覧

６ページへ 

外出の機会を増

やして認知症を

予防したい。 

→事業一覧 

９ページへ 

将来認知症にならな

いように予防したい 

連絡・連携 

状態が少しずつ変化してきたら・・・ 

認知症や介護の悩み

を分かち合いたい。 

介護家族の会へ相談。 

→９ページへ 

デイサービスやヘルパー

の利用をしたい。 

要介護認定の申請へ。 

→１０ページへ 

意思確認がしにくくな

り、日常的な金銭管理や

重要な財産管理が心配。

→１２ページへ 

 

徘徊がみられるようにな

ってきた。 

→１０ページへ 

認知症について理解を深めたい  →１２ページへ 

もしかして、認知症？と心配になったら・・・ 
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４． 相談機関一覧（医療機関編） 

（１）見附市等の医療機関一覧（眼科・皮膚科・耳鼻いんこう科除く） 

 

診療所名 住 所 電話番号 診療科目 

石川医院 今町 6－3－45 ６６－２１４０ 
内科/小児科/呼吸器科

/消化器科/循環器科 

内島医院 今町 1－10－9 ６６－２４４６ 内科/循環器科 

お元気でクリニック 学校町 2－13－76 ６３－３８００ 脳神経外科/心療内科 

金井医院 本町 1－4－7 ６２－０１１６ 外科/胃腸科 

杏仁堂医院 本町 1－2－50 ６２－０１２３ 内科/小児科/循環器科 

霜鳥内科医院 新町 1－8－3 ６２－０５７９ 内科 

田﨑医院 本町 2－9－23 ６２－１１２２ 内科/小児科 

林俊壱クリニック 

内科胃腸科 
柳橋町 274－23 ６６－３０００ 内科/胃腸科/消化器科 

星野医院 本町 4－2－37 ６２－０９９８ 内科/小児科/放射線科 

山谷クリニック 本所 1－12－10 ６１－１３８８ 内科/胃腸科/小児科 

見附たなはし 

クリニック 
新町３―8―７－１ ８６－７２２７ 

内科/糖尿病内科/ 

内分泌内科 

見附メンタル 

クリニック 
新町３－８－８－１ ８６－４１９５ 精神科/心療内科 

見附市立病院 学校町 2－13－50 ６２－２８００ 

内科/神経内科/外科/ 

整形外科/放射線科/ 

形成外科/小児科 

中之島クリニック 長岡市中之島中条２１８ ６１－２５５１ 内科/整形外科 
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（２）新潟県指定の認知症疾患医療センター 

「認知症疾患医療センター」は、認知症の専門医や相談員を配置し、「医療機関受診前の医療

相談」、「認知症の原因疾患を特定する鑑別診断およびそれに基づく治療」、「地域における医療

機関等の紹介」等を行う専門医療機関です。 

 

病院名 住 所・電話番号 受診前の準備 

（医）楽山会 三島病院 

認知症疾患医療センター 

長岡市藤川 1713－8 

☎４２－３４００ 

（相談専用電話） 

相談専用電話でまず問合せ

をしてください。 

相談員が話を伺います。 

（医）崇徳会 長岡西病院 
長岡市三ツ郷屋町 371-1 

☎２７－８５００ 

電話でお問い合わせください。

相談員が話を伺います。 

川瀬神経内科クリニック 
三条市東本成寺 20－8 

☎０２５６－３３－９０７０ 

予約制度を導入しています。

事前に連絡をしてください。 

 

 

「相談シート」の使い方について 

しおりの最終ページに、「相談シート」が付いています。かかりつけ医や専門医に相談 

するときにこの相談シートを記入して提示すると、心配なことや状態が伝わりやすく 

なります。 

認知症が心配で、医師に初めて相談する時や、状況の変化があり医師に相談したい時 

などに活用しましょう。  
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「家族の認知症が心配」、「最近物忘れが気になる」、「どこに受診したらよいか」、「認知症の人

への接し方に迷う」、「認知症を予防する方法を知りたい」など、ぜひご相談ください。相談は

無料です。個人の秘密は守られます。 

ご相談の内容に応じて、必要な支援を一緒に考えます。 

もしかして認知症？かもしれないと思ったら、まず相談を！ 

 

（１）地域包括支援センター 

「地域包括支援センター」には、認知症地域支援推進員の他、 

社会福祉士、看護師、主任ケアマネなどの専門職員がおり、高齢 

者の様々な相談をお受けしています。 

名 称 住 所 電話番号 担当圏域 

見附市地域包括支援 

センター中央 

見附市学校町 2－13－31 

（特別養護老人ホーム 大平園内） 
６３－３５５５ 見附中学校区 

見附市地域包括支援 

センター南 

見附市緑町 20－1 

（特別養護老人ホーム 古志乃里内） 
６２－１７５０ 南中学校区 

見附市地域包括支援 

センター西 

見附市本所 1－25－７０ 

（特別養護老人ホーム いいねか邸内） 
６２－３３４５ 西中学校区 

見附市地域包括支援 

センター今町 

見附市坂井町 81－1 

（デイサービスセンター 坂井園内） 
６１－５２２１ 今町中学校区 

□開設時間 月～金曜日（祝日、12月 29 日～1 月 3 日を除く）午前 8 時 30 分～午後５時 30 分 

 

（２）NPO 法人 みんなの実家グリーンホームふたば 

認知症を介護している家族の電話・来所相談を行っています。 

名 称 住 所 電話番号 

NPO 法人 

みんなの実家グリーンホームふたば 
見附市双葉町７－１７ 

６２－３７２０ 

携帯 090-7837-9220 

□開設時間 月～土曜日 午前１０時～午後 3 時 
 
（３）NPO 法人 ふくし後見ネット 

認知症や障がい等で、知的にハンディキャップを持つ方が、その人らしい人生を過ごすために、

法人として成年後見人となり福祉サービスの利用や金銭の管理等を支援します。（相談無料） 

名 称 住 所 電話番号 

NPO 法人  

ふくし後見ネット 

見附市学校町 2‐13‐30 

見附市保健福祉センター２階 
０８０－８０９５－０２６８ 

 
（４）健康の駅 

健康・医療・介護の情報提供や健康相談を行っています。 

名 称 住 所 電話番号 

健 康 の 駅 
見附市学校町 2‐13‐30 

見附市保健福祉センター1 階フロア 
６２－７８３５ 

□開設時間 月～金曜日（祝日、12 月 29 日～1 月 3 日を除く）  

 

５．相談機関一覧（相談編） 
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（５）見附市健康福祉課 

高齢者の総合相談窓口です。 

名 称 住 所 電話番号 

見附市健康福祉課 
見附市学校町 2‐13‐30 

見附市保健福祉センター内 
６１－１３５０ 

□開設時間 月～金曜日（祝日、12 月 29 日～1 月 3 日を除く） 

午前８時 30 分～午後５時 15 分 

 

６． 事業一覧 

（１）一般介護予防事業 

６５歳以上の方を対象に、介護が必要な状態になることを予防する目的で各種教室を実施して

います。日時、開催会場、利用料金等、問合せ・お申し込みは地域包括支援センターへ連絡し

てください。 

名 称 内容 

介護予防教室 
月に２回程度、転倒骨折予防のための運動や生活機能向上につな

がる実習、レクリエーション等をします。 

脳の健康教室 

（７～１２月） 

毎週１回６か月間、認知症予防のための簡単な読み書き・計算等

をします。 

健幸カラオケ教室 
毎週 1 回、「うたと音楽」を活用して、筋肉トレーニングやスト

レッチ等の体操を行います。 

 

（２）オレンジカフェ（認知症カフェ） 

身近にある「カフェ」のように気軽にお茶を飲みながら、認知症について語り合い、認知症を

地域で支える場所です。 

各地域包括支援センターが主催して、月 1 回程度開催します。こどもから高齢者までどなたで

もお出で下さい。詳細、問合せは各地域包括支援センターへ連絡してください。 

 

（３）認知症介護家族交流会 

認知症の方を介護している方々の情報交換や支え合い、交流をしています。参加費は無料です。 

 施設名 開催日時 問合せ先 

NPO 法人  

みんなの実家グリーンホームふたば 

毎月第 4 火曜日 

午後 1 時 30 分～3 時 30 分 

グリーンホームふたば 

６２－３７２０ 
携帯 090-7837-9220 

見附ふれあいプラザ 
奇数月第 3 水曜日 

午前 10 時 00 分～11 時 30 分 

見附市健康福祉課 

６１－１３５０ 

 

話を聞いてもらって楽になった。 

同じ悩みを持つ人から話しが聞けて

よかった。 
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（４）要介護認定について 

介護保険サービスを利用するには「要介護認定の申請」が必要です。申請に行けないなどの場

合は、地域包括支援センターが代行することも可能です。 

保健福祉センター内 健康福祉課 介護保険係（電話６１－１３５０）で申請の受付をしま

す。 

 要介護認定の詳細については、「見附市高齢者福祉サービスのしおり」を参考にしてください。 

 

（５）緊急情報メールの登録 

行方不明情報をはじめ、防災・災害情報、火災情報など緊急情報を配信しています。メール登

録は無料です。 

 

◎登録方法（下記の①または②の方法で登録できます） 

 ① 空メールを送信 

パソコンや携帯電話から、t.mitsuke-city@raiden2.ktaiwork.jp 宛に空メールを送信して

ください。 

空メール送信後に info@city.mitsuke.niigata.jp から配信されるメールに記載された URL

にアクセスしてください。 

見附市緊急情報メール・各種メールの受信を希望するメールアドレスを確認し、受信を希

望する配信情報にチェックをつけ、「次へ」を押してください。 

設定内容を確認し、「登録」を押してください。設定を修正したい場合は、「戻る」を押し

てください。 

info@city.mitsuke.niigata.jp からメールサービス登録完了のメールが届いたら、登録手続

きは完了です。 

 

② 二次元コード（ＱＲコード）を読み込む 

下の二次元コードを読み取り、空メールを作成することも可能です。 

空メール送信後は上記①の手順で登録を行ってください。 

 

  

メール配信内容（イメージ） 

○月○日△時頃□□町で行方が分か

らなくなった方がおられます。心当

たりの方は見附警察署までご連絡く

ださい。 
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（６）認知症高齢者等見守りワッペン交付事業について 

認知症により見守りが必要な高齢者等について、本人やご家族等の希望で事前に情報登録をし

ていただき、登録していただいた高齢者に、衣服・小物用のワッペン、シューズ用ステッカー

(反射材使用)を交付します。 

市と警察、地域包括支援センターは登録情報を共有し、高齢者等が行方不明になった場合は、

捜査の手掛かりに役立て、早期発見、安全の確保、身元確認を容易にします。また、顔写真の

登録がある方が行方不明になった時には、見附市緊急情報メール配信時に写真を掲載し、さら

に速やかな発見を目指します。 

 

 

   

 

 

 

 

（７）権利擁護について 

① 日常生活自立支援事業 

対象は判断能力に不安があり、この事業内容を一定程度理解ができる方です。 

本人が、社会福祉協議会等と契約を結び、福祉サービスの利用にあたり、相談や続き等の支

援が受けられます。あわせて、日常的な金銭管理についても支援が受けられます。 

 

② 成年後見制度 

 対象は判断能力が十分でない方です。 

 能力の程度により、「補助」・「保佐」・「後見」 

の３類型があります。 

 

      権利擁護の相談は地域包括支援センターへ（８ページ） 

 

 

 

 

 

  

 

見附警察署 TEL６３-０１１０ 

 

ここに登録番号

を記入します。 

 

＜ワッペン見本＞ 

＊ワッペン貼付位置は胸、腕などが望ましい。 
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（８）認知症についての理解 

⚫ 認知症サポーター養成講座 

認知症を正しく理解し、認知症の方に対する接し方を学び、地域や職場で認知症の人やその

家族を支援します。 

市では、講座を市内各地で開催しています。講座開催は無料ですので、ぜひ活用ください。 

 

問合せ 見附市健康福祉課 高齢福祉係 電話６１－１３５０ 
 

 

  認知症サポーター養成講座について 
○認知症サポーター養成講座には、市内の介護施設にいる 

キャラバンメイトがスタッフとして従事します。 

 

○講座では、寸劇等を通じて認知症についてわかりやすく知 

ることができ、毎回好評です。 

 

 

（９）認知症初期集中支援推進事業 

認知症の人やその家族に早期に関わる 

「認知症初期集中支援チーム」を設置し、 

早期診断・早期対応に向けた支援体制の 

構築を目的とした事業です。 

  

① 事業の対象者 

認知症の疑いがあっても適切な医療・介護サービスにつながっていない方、また、認知症で

サービスを受けていたが中断している方や、家族等が対応に困っている方など、特に集中的

な支援が必要な方が対象です。 

 

② 事業内容 

対象者が適切な医療・介護サービスにつながるように、「認知症初期集中支援チーム」が訪

問活動やチーム員会議等を通して支援を行います。 

  

③ 認知症初期集中支援チームの構成 

認知症の専門医、看護師、介護支援専門員や、社会福祉士といった医療・介護の専門職がチ

ームを組み、様々な視点から、よりよい支援を共に考えます。 

 

相談・問い合わせは地域包括支援センターへ（８ページ） 

 

 

 

 

 

 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=0ahUKEwi314jZ_q7SAhXFUbwKHUyZCeQQjRwIBw&url=https://www.city.nagakute.lg.jp/chouju/chouju/fukushi/hogonettowa-ku.html&psig=AFQjCNHFsMVepfYgT1mrfm3ZTPqyX-r3LQ&ust=1488240582452888
https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.jmacct.med.or.jp/information/downloads/download.php?filename=33-3-1.jpg&imgrefurl=http://www.jmacct.med.or.jp/information/downloads/doc_see.html&docid=icp2YLXBvYP26M&tbnid=Vj2boMxNxY3FXM:&vet=1&w=804&h=770&bih=512&biw=837&q=%E4%BF%9D%E5%81%A5%E5%B8%AB%20%E7%84%A1%E6%96%99%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&ved=0ahUKEwjsh7eRgK_SAhVFS7wKHSA4AQk4rAIQMwhKKEgwSA&iact=mrc&uact=8
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwinh4XF_67SAhWCWLwKHchsAcQQjRwIBw&url=http://kids.wanpug.com/illust66.html&bvm=bv.148073327,d.dGc&psig=AFQjCNHVY81ieBG9nNUKAKDyVWLdHoLMhA&ust=1488240896580375
http://www.irasutoya.com/2014/04/blog-post_24.html


 

相談シート 

対象者の状況                 記入日：   年   月   日  

住所 見附市     町 

 

電話番号  

氏名  生年月日  

 年    月   日 

（   歳） 

 

（ 男 ・ 女 ） 

家族構成 一人暮らし ・ 高齢者のみ世帯 ・ その他

（               ） 

主な介護者  

要介護認定 無 ・ 申請中 ・ 有（ 要支援１・２ 要介護１・２・３・４・５ ） 

サービス 

利用状況 

 

医療受診状況 病   名： 

医療機関名： 

内 服 薬： 

最近の状態について（該当するものにチェック☑を入れる） 

□食事をしたことなど、直前のことが思い出せない  

□何度も同じことを聞いたり、言ったりする 

□もの忘れがひどい          

□薬がきちんと飲めていない             

□トイレの失敗があったり、漏らしたりすることがある 

□ぼーっとしていることが多く意欲がなくなった 

□怒りっぽくなった             

□ないものが見えたり聞こえたりする（幻視・幻聴） 

□物を盗られたなどと被害的になる 

□火の消し忘れがある 

□徘徊する                    

□夜寝ないで騒いでいる              

□暴言・暴力がある 

困っていること 

 

 

生活の様子等 

記入者名  

 

作成：見附市認知症ケアパス作成会議 



 

施設情報については新潟県のホームページ等で 

最新の情報をご確認ください。 

アドレス  

http://www.pref.niigata.lg.jp/korei.html 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症ケアのしおり 

 

 

 

このしおりに関するお問い合わせは 

見附市健康福祉課 高齢福祉係   電話 ０２５８－６１－１３５０ 

（令和６年１１月作成） 

 


